
「
ル
ー
ツ
」
の
ル
ー
ツ
を
め
ぐ
る
物
語

―
―
小
島
信
夫
「
美
濃
」
を
よ
む
「
前
書
」

疋

田

雅

昭

〇
「
ル
ー
ツ

前
書
」

小
島
信
夫
「
美
濃
」（
一
九
七
七
（
昭
和
五
二
）
年
九
月
〜
一
九
八
〇

（
昭
和
五
五
）
年
五
月
）
は
、
㈥
章
以
降
全
て
が
「
美
濃
」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
あ
り
、
そ
の
数
字
だ
け
が
連
続
性
と
順
番
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
前
章

に
あ
た
る
㈠
章
か
ら
㈤
章
ま
で
は
「
ル
ー
ツ

前
書
」
と
い
う
不
思
議
な
タ

イ
ト
ル
を
付
し
て
い
る
。
不
思
議
な
の
は
、
タ
イ
ト
ル
の
み
で
は
な
く
、
㈡

と
㈢
の
間
に
は
、「
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
丘
」
と
い
う
題
の
章
が
挟
ま
れ
て
お

り
、
こ
の
章
の
み
が
初
出
が
『
文
藝
』
で
あ
る
（
他
は
全
て
『
文
体
』）。「
モ

ン
マ
ル
ト
ル
の
丘
」
に
は
数
字
を
付
せ
て
お
ら
ず
、
前
章
が
㈡
、
続
く
章
が

㈢
な
の
で
、
こ
の
意
味
で
も
例
外
的
な
章
と
な
っ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
「
前
書
」
と
い
う
意
味
も
、
㈠
か
ら
㈤
章
ま
で
に
主
要
な
人
物

と
出
来
事
が
出
揃
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
理
解
出
来
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

さ
ら
に
、
そ
れ
ら
が
「
美
濃
」
本
編
に
対
し
て
「
ル
ー
ツ
」
と
い
う
機
能
を

果
た
す
と
と
も
に
、
人
々
が
「
美
濃
」
と
い
う
故
郷
を
「
ル
ー
ツ
」
と
し
て

考
え
て
い
る
様
相
を
描
い
て
い
る
と
い
う
理
解
も
可
能
だ
。
だ
が
、
こ
の
章

題
は
、
も
う
少
し
時
代
の
問
題
と
切
り
結
ぶ
べ
き
問
題
な
の
で
あ
る
。

非
常
に
謎
が
多
い
問
題
作
あ
る
い
は
実
験
作
と
評
さ
れ
る
「
美
濃
」
で
あ

る
が
、
こ
れ
ま
で
こ
の
前
半
章
の
タ
イ
ト
ル
の
意
味
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
ま
た
、
違
和
感
の
様
な
も
の
を
感
じ
な
が
ら
も
、「
モ
ン
マ
ル

ト
ル
の
丘
」
と
い
う
章
題
の
意
味
も
意
義
も
、
そ
の
研
究
は
手
つ
か
ず
の
ま

ま
で
あ
る
。
本
論
は
、
そ
う
し
た
「
美
濃
」
を
読
む
前
段
階
の
考
察
に
過
ぎ

な
い
が
、
そ
れ
が
「
美
濃
」
全
体
の
理
解
に
お
い
て
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な

い
問
題
で
も
あ
る
。

一
「
ル
ー
ツ

前
書
」
の
ル
ー
ツ

「
美
濃
」
の
連
載
が
開
始
す
る
三
年
前
の
一
九
七
四
（
昭
和
四
九
）
年
に

ア
メ
リ
カ
で
、
あ
る
物
語
の
序
章
の
要
約
が
『
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
』
七
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
。
ア
ー
サ
ー
・
ヘ
イ
リ
ー
の
「
ル
ー
ツ
」
と
い

う
作
品
で
あ
る
。
す
ぐ
に
評
判
を
呼
ん
だ
こ
の
物
語
は
一
九
七
六
（
昭
和
五

一
）
年
一
〇
月
に
ダ
ブ
ル
テ
ィ
社
よ
り
出
版
さ
れ
全
体
像
が
明
ら
か
に
な

る
。
建
国
二
百
年
祭
の
回
顧
ム
ー
ド
に
乗
っ
て
、
た
ち
ま
ち
百
万
部
を
突
破
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す
る
売
れ
行
き
と
な
り
、
二
二
週
に
わ
た
っ
て
週
刊
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
ト
ッ

プ
を
独
走
す
る
。

翌
年
の
一
九
七
七
（
昭
和
五
二
）
年
に
は
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
放
送
が
Ｔ
Ｖ
の
連
続

ド
ラ
マ
と
し
て
放
映
、
最
終
放
送
日
の
視
聴
率
は
五
一
・
八
％
を
記
録
し
て

い
る
。
当
時
の
人
口
か
ら
計
算
す
る
と
一
億
三
千
万
人
が
八
日
間
の
放
送
の

一
部
な
い
し
全
体
を
観
た
こ
と
に
な
る
。
四
月
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
全
米

優
良
図
書
委
員
会
に
よ
っ
て
特
別
優
良
図
書
に
選
定
さ
れ
ピ
ュ
ー
リ
ツ
ァ
賞

を
受
賞
。
以
後
、
複
数
の
盗
作
疑
惑
裁
判
に
巻
き
込
ま
れ
な
が
ら
も
、「
ル

ー
ツ
」
は
大
き
な
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
。

こ
の
ブ
ー
ム
を
予
見
し
て
い
た
か
の
様
に
、
社
会
思
想
社
社
長
の
小
森
田

は
、
単
行
本
刊
行
ま
え
に
日
本
語
版
の
刊
行
権
利
の
獲
得
に
動
き
、
単
行
本

刊
行
の
二
ヶ
月
後
に
日
本
語
訳
刊
行
に
関
す
る
契
約
を
ま
と
め
て
い
る
。

社
会
思
想
社
が
『
ル
ー
ツ
』
を
安
岡
章
太
郎
・
松
田
銑
の
共
訳
で
刊
行
さ

れ
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
た
の
が
ア
メ
リ
カ
で
ド
ラ
マ
が
放
送
さ
れ
評
判
を
博

し
た
三
月
。
社
会
思
想
社
の
宣
伝
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
で
の
様

子
が
紹
介
さ
れ
、
新
聞
各
紙
で
は
「
ル
ー
ツ
旋
風
」
と
い
う
言
葉
が
散
見
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。

五
月
に
、
日
本
語
版
の
刊
行
に
先
ん
じ
て
、『
プ
レ
イ
ボ
ー
イ
』
誌
上
に

小
笠
原
豊
樹
訳
で
「
ル
ー
ツ
」
の
連
載
が
開
始
さ
れ
、
同
誌
の
こ
の
時
の
刊

行
部
数
は
過
去
最
高
を
記
録
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
も
、
当
時
の
日
本
で
の
反

響
の
大
き
さ
が
伺
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
現
在
の
地
点
か
ら
新
聞
各
紙

の
「
ル
ー
ツ
」
と
い
う
言
葉
を
検
索
し
て
み
る
と
あ
る
傾
向
に
気
が
つ
く
。

一
つ
は
、
こ
れ
よ
り
前
に
「
ル
ー
ツ
」
と
い
う
語
の
使
用
は
ほ
ぼ
み
ら
れ

な
い
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
既
に
字
書
な
ど
に
「root

」
の
意
味
で

記
載
さ
れ
て
い
る
一
般
的
な
カ
タ
カ
ナ
語
で
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
以
後
二

年
間
あ
ま
り
の
期
間
に
集
中
し
て
現
れ
る
「
ル
ー
ツ
」
と
い
う
語
は
限
定
さ

れ
た
意
味
を
担
っ
て
い
た
の
だ
。

こ
こ
の
と
こ
ろ
、
東
京
都
内
の
各
本
屋
さ
ん
は
「
ル
ー
ツ
」
ブ
ー
ム

に
目
を
白
黒
さ
せ
て
い
る
。「
日
本
で
も
翻
訳
が
と
っ
く
に
出
版
さ
れ

て
い
る
も
の
と
勘
違
い
さ
れ
て
、
お
客
さ
ん
が
連
日
、
二
、
三
十
人
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ま
だ
出
て
い
な
い
と
お
答
え
す
る
と
、
実
に
意
外

だ
と
い
う
顔
を
さ
れ
ま
す
よ
」
と
紀
伊
國
屋
書
店
（
東
京
・
新
宿
）
の

店
員
。『

読
売
新
聞
』
朝
刊

一
九
七
七
（
昭
和
五
二
）
年
三
月
二
五
日

当
然
な
が
ら
、
最
も
多
い
の
は
『
ル
ー
ツ
』
と
い
う
書
籍
そ
の
も
の
の
ブ

ー
ム
に
関
す
る
報
道
で
あ
る
。
こ
の
ブ
ー
ム
は
、「
ル
ー
ツ
」
裁
判
の
様
相

と
と
も
に
、
日
本
で
も
「
ル
ー
ツ
」
論
争
と
い
う
形
で
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な

形
で
報
道
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
、
日
本
で
も
『
ル
ー
ツ
』

そ
の
も
の
の
価
値
を
落
と
す
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

九
月
に
社
会
思
想
社
よ
り
『
ル
ー
ツ
』
が
上
下
巻
の
形
で
出
版
さ
れ
、
翌

月
に
は
テ
レ
ビ
朝
日
で
ド
ラ
マ
「
Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
」
が
八
日
間
連
続
放
送
さ
れ

る
。
一
二
月
に
は
、
ア
レ
ッ
ク
ス
・
ヘ
イ
リ
ー
が
来
日
。
全
国
で
講
演
会
や

サ
イ
ン
会
を
実
施
、翌
年
の
一
九
七
八
（
昭
和
五
三
）
年
の
四
月
五
日
に
は
、

テ
レ
ビ
朝
日
「
水
曜
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
で
「
ル
ー
ツ
」
特
番
、
九
日
よ
り
、
連

続
八
日
間
で
ド
ラ
マ
版
の
再
放
送
が
行
わ
れ
、
一
一
日
に
は
文
庫
版
が
発
売

さ
れ
て
い
る
。

小
島
信
夫
が
『
文
体
』
で
「
ル
ー
ツ

前
書
㈠
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
連

載
を
開
始
し
た
の
が
『
ル
ー
ツ
』
日
本
語
版
が
刊
行
さ
れ
た
の
と
同
じ
月
で

あ
り
、「
ル
ー
ツ

前
書
㈤
」
の
掲
載
は
、
さ
き
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
再
放

送
の
翌
月
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
ブ
ー
ム
を
意
識
し
な
が
ら
連
載
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を
書
き
続
け
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

ア
ー
サ
ー
の
『
ル
ー
ツ
』
と
は
、
ア
レ
ッ
ク
ス
・
ヘ
イ
リ
ー
が
自
ら
の
血

脈
を
追
求
し
て
ゆ
く
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ
の
差
別
社
会
の
様
相
が
逆
照
射
さ

れ
る
と
い
う
自
伝
的
性
質
を
も
つ
歴
史
小
説
で
あ
る
。
や
や
、
長
い
引
用
に

な
る
が
、
以
下
の
新
聞
記
事
の
紹
介
が
分
か
り
や
す
い
。

一
七
五
〇
年
、
西
ア
フ
リ
カ
・
ガ
ン
ビ
ア
沿
岸
の
奥
地
に
あ
る
ジ
ュ

フ
レ
の
村
で
男
の
子
が
生
ま
れ
、
ク
ン
タ
・
キ
ン
テ
と
名
付
け
ら
れ
た
。

村
の
慣
習
に
従
っ
て
厳
し
く
育
て
ら
れ
、
十
七
歳
に
な
っ
た
あ
る
日
、

ひ
と
り
で
森
に
出
か
け
た
ク
ン
タ
は
白
人
の
奴
隷
商
人
に
捉
え
ら
れ
、

長
い
船
旅
の
末
ア
メ
リ
カ
に
運
ば
れ
る
。
バ
ー
ジ
ニ
ア
の
農
場
に
買
わ

れ
る
が
何
回
も
脱
走
し
、
四
回
目
に
つ
か
ま
っ
た
時
は
片
足
の
甲
を
半

分
切
断
さ
れ
て
し
ま
う
。
治
療
し
て
く
れ
た
医
師
に
買
い
取
ら
れ
、
何

年
か
あ
と
そ
こ
に
働
い
て
い
た
奴
隷
ベ
ル
と
結
婚
し
て
娘
キ
ジ
ー
を
も

う
け
る
。

成
長
し
た
キ
ジ
ー
は
若
い
奴
隷
の
逃
亡
を
助
け
、
そ
の
た
め
ノ
ー
ス

カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
カ
ズ
ウ
ェ
ル
の
農
場
に
売
ら
れ
、
主
人
に
犯
さ
れ
て
混

血
の
ジ
ョ
ー
ジ
を
産
む
。
長
じ
て
女
奴
隷
と
結
ば
れ
、
ト
ム
な
ど
八
人

の
子
供
が
生
ま
れ
る
。
ト
ム
は
か
じ
職
の
技
術
を
身
に
つ
け
る
。
や
が

て
主
人
が
没
落
、ト
ム
は
ア
マ
ラ
ン
ス
郡
に
あ
る
別
の
農
場
に
売
ら
れ
、

そ
こ
で
黒
人
と
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
混
血
娘
と
結
婚
す
る
。

南
北
戦
争
が
起
こ
り
、
奴
隷
が
解
放
さ
れ
る
と
ト
ム
は
テ
ネ
シ
ー
州

ヘ
ニ
ン
グ
に
移
住
し
、
娘
シ
ン
シ
ア
な
ど
の
子
供
を
得
る
。
シ
ン
シ
ア

は
大
学
ま
で
進
み
、
そ
こ
で
知
り
合
っ
た
サ
イ
モ
ン
・
ア
レ
ク
サ
ン
ダ

ー
・
サ
イ
モ
ン
と
結
婚
す
る
二
人
の
間
に
ア
レ
ッ
ク
ス
・
ヘ
イ
リ
ー
が

生
ま
れ
る
。

『
読
売
新
聞
』
夕
刊

一
九
七
七
（
昭
和
五
二
）
年
三
月
二
五
日

正
確
に
は
サ
イ
モ
ン
・
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
サ
イ
モ
ン
で
は
な
く
、
ウ
ィ

ル
・
パ
ー
マ
ー
と
結
婚
し
、
そ
の
二
人
の
間
に
生
ま
れ
た
子
供
、
バ
ー
サ
が

サ
イ
モ
ン
・
ヘ
イ
リ
ー
と
結
婚
す
る
。
こ
の
物
語
が
時
系
列
に
小
説
の
形
式

で
語
ら
れ
、
物
語
終
盤
に
書
き
手
（
語
り
手
）
で
あ
る
ア
レ
ッ
ク
ス
・
ヘ
イ

リ
ー
が
そ
れ
ま
で
の
経
緯
を
調
べ
た
い
き
さ
つ
を
述
べ
る
。

こ
の
物
語
が
ア
メ
リ
カ
で
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
の
は
、
同
国
が
否
定
し

が
た
い
差
別
の
歴
史
を
有
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
物
語
が
ノ
ン
・
フ
ィ
ク

リ
ア
リ
テ
ィ

シ
ョ
ン
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
故
に
物
語
の
真
実
性
は
事
実
性

に
直
結
し
、「
ル
ー
ツ
」
論
争
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
物
語
の
価
値
そ
の
も

の
を
揺
る
が
し
か
ね
な
か
っ
た
。

米
誌
タ
イ
ム
な
ど
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
紹
介
欄
は
「
ル
ー
ツ
」
を
ノ

ン
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
ヘ
イ
リ
ー
氏
自
身
は
「『
ル

ー
ツ
』
は
フ
ァ
ク
ト
（
事
実
）
を
つ
づ
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
事
実
を

も
と
に
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
彩
っ
た
〝
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
〞
だ
」
と
語
っ
て

い
る
。
だ
が
、
自
分
の
「
根
」
を
ア
メ
リ
カ
建
国
二
〇
〇
年
の
昔
、
ガ

ン
ビ
ア
の
奴
隷
商
人
の
手
に
か
か
っ
た
少
年
に
見
出
す
―
―
と
い
う

「
事
実
」
が
こ
の
小
説
を
支
え
て
い
る
こ
と
も
確
か
。こ
の
根
底
が
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
な
ら
「
た
だ
の
奴
隷
物
語
と
な
り
か
ね
な
い
」（
サ
ン
デ
ー
・

タ
イ
ム
ズ
誌
）。

『
朝
日
新
聞
』
朝
刊

一
九
七
七
（
昭
和
五
二
）
年
四
月
一
一
日

こ
う
し
た
「
ル
ー
ツ
」
の
信
憑
性
へ
の
疑
義
に
対
し
、
田
中
一
光
と
署
名

さ
れ
た
『
朝
日
新
聞
』
の
記
事
は
以
下
の
様
に
呼
応
し
て
い
る
。

こ
う
見
て
く
る
と
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
要
素
が
現
代
小
説
に

入
っ
て
く
る
の
は
当
た
り
前
で
あ
り
、「
ル
ー
ツ
」
が
事
実
と
虚
構
と
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を
織
り
ま
ぜ
た
か
ら
と
い
っ
て
大
騒
ぎ
す
る
に
は
及
ば
な
い
と
の
結
論

に
な
り
そ
う
だ
。
事
実
こ
の
十
一
日
、
権
威
あ
る
全
米
優
良
図
書
委
員

会
は
こ
の
作
に
特
別
優
良
図
書
賞
を
贈
る
こ
と
を
き
め
た
。
そ
の
受
賞

理
由
に
曰
く
「
歴
史
や
他
の
分
野
を
乗
り
越
え
た
極
め
て
文
学
的
な
価

値
を
持
っ
て
い
る
」
と
。

だ
が
、
そ
う
と
ば
か
り
言
い
切
れ
な
い
と
判
断
す
る
の
は
大
岡
昇
平

氏
。
事
実
と
虚
構
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
ひ
と
き
わ
厳
し
い
目
を
光
ら

せ
る
人
だ
け
に
「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
だ
か
ら
事
実
に
多
少
の
疑
問
が
あ
っ

て
も
い
い
と
い
う
説
は
と
ら
な
い
。事
実
に
よ
り
か
か
っ
て
い
る
の
に
、

そ
の
根
幹
が
崩
れ
て
し
ま
え
ば
作
品
と
し
て
や
は
り
お
か
し
い
。
あ
の

小
説
で
一
番
感
動
的
な
の
は
、
事
実
の
重
さ
な
の
だ
か
ら
」
と
い
う
。

一
見
簡
単
な
よ
う
に
思
え
る
「
ル
ー
ツ
」
論
争
は
、
こ
う
な
る
と
歴

史
小
説
の
問
題
に
も
似
て
、一
筋
縄
で
は
ゆ
か
ぬ
様
相
を
呈
し
て
き
た
。

と
ん
だ
旋
風
が
舞
い
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

『
朝
日
新
聞
』
朝
刊

一
九
七
七
（
昭
和
五
二
）
年
四
月
一
六
日

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
二
点
あ
る
。
一
つ
は
、
大
岡
昇
平
な
ど
に
よ

る
純
文
学
的
立
場
か
ら
の
反
論
は
あ
る
も
の
の
、
訳
者
で
あ
る
安
岡
ら
に

と
っ
て
は
、
論
争
そ
の
も
の
が
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
性
と
い
う
技
巧
的
な
問
題

に
過
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
も
う
一
つ
が
、
訳
者
の
安
岡
章
太

郎
自
身
が
「
ル
ー
ツ
」
の
影
響
下
に
お
い
て
あ
る
小
説
を
執
筆
中
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
だ
。

二
「
ル
ー
ツ

前
書
」
の
も
う
一
つ
の
ル
ー
ツ

こ
の
安
岡
の
小
説
と
は
、
一
九
七
七
（
昭
和
五
二
）
年
三
月
（
連
載
終
了

は
一
九
八
二
（
昭
和
五
七
）
年
四
月
）
に
『
新
潮
』
で
掲
載
さ
れ
た
「
流
離

譚
」
で
あ
る
。流
離
譚
の
単
行
本
は
、上
下
巻
で
新
潮
社
よ
り
一
九
八
一
（
昭

和
五
六
）
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

父
母
の
家
が
と
も
に
土
佐
の
郷
士
で
あ
り
な
が
ら
親
戚
に
一
軒
だ
け
東
北

弁
の
家
が
あ
る
こ
と
が
気
に
な
り
だ
し
た
「
私
」
は
、
残
さ
れ
た
日
記
、
書

簡
、
系
図
や
歴
史
書
、
さ
ら
に
は
実
地
踏
査
も
ま
じ
え
、
維
新
前
後
の
激
動

期
に
生
き
た
安
岡
家
の
先
祖
の
歴
史
に
分
け
入
っ
て
行
き
、
そ
も
そ
も
故
郷

の
山
北
村
に
は
本
家
含
め
安
岡
四
家
が
あ
り
、
そ
の
基
を
築
い
た
の
が
安
岡

広
助
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。

そ
の
三
人
の
孫
の
一
人
で
あ
る
嘉
助
は
、
武
市
半
平
太
率
い
る
土
佐
勤
王

党
に
属
し
、
参
政
吉
田
東
洋
を
暗
殺
。
天
誅
組
に
加
わ
り
逆
賊
と
し
て
京
都

で
処
刑
。
覚
之
助
は
、
勤
王
党
の
一
味
と
し
て
入
牢
、
後
釈
放
さ
れ
、
戊
辰

戦
争
で
官
軍
の
将
と
し
て
戦
い
、
会
津
で
戦
死
。
道
之
助
は
民
権
運
動
に
参

加
し
若
く
し
て
病
死
。
こ
う
し
た
物
語
に
加
え
、
福
島
の
梁
川
で
医
院
を
開

業
し
た
本
家
の
安
岡
正
熙
ら
の
逸
話
や
、
行
方
不
明
だ
っ
た
文
助
の
墓
の
発

見
に
至
る
経
緯
、
病
床
の
正
熙
が
「
私
」
の
伯
父
に
送
っ
た
望
郷
の
念
切
々

た
る
書
簡
の
引
用
な
ど
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
、
歴
史
（
探
究
）
ロ
マ
ン
で
あ

る
。多

く
の
ル
ー
ツ
（
祖
先
）
た
ち
の
人
生
が
維
新
前
後
の
激
動
の
時
代
と
重

な
る
様
を
「
流
離
」
の
物
語
と
し
て
描
く
点
に
、
ア
ー
サ
ー
の
「
ル
ー
ツ
」

の
影
響
が
伺
え
る
。
こ
の
小
説
は
、
昭
和
五
七
（
一
九
八
二
）
年
に
第
一
四

回
「
三
大
新
潮
賞

日
本
文
学
大
賞
」
受
賞
を
受
賞
し
、
中
期
の
安
岡
の
代

表
作
の
一
つ
と
な
っ
た
。

こ
の
「
流
離
譚
」
は
、「A

V
iew

by
the
Sea

」
と
い
う
表
題
で
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
出
版
部
か
ら
刊
行
さ
れ
た
英
訳
短
編
集
に
「
悪
い
仲
間
」「
海

― 69 ―



辺
の
光
景
」
な
ど
の
初
期
の
代
表
作
と
並
び
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
英
訳

短
編
集
に
関
し
て
書
か
れ
て
い
る
注
目
す
べ
き
言
説
が
あ
る
。

訳
者
は
カ
レ
ン
・
ウ
イ
ゲ
ン
・
ル
イ
ス
で
、
巻
頭
に
安
岡
章
太
郎
の

人
を
丁
寧
に
解
説
し
た
序
文
を
掲
載
し
て
い
る
。

こ
の
中
で
、ア
レ
ッ
ク
ス
・
ヘ
イ
リ
ー
の
「
ル
ー
ツ
」
と
安
岡
の
「
流

離
譚
」
と
を
比
較
し
て
い
る
。
ヘ
イ
リ
ー
の
大
冊
の
訳
者
が
安
岡
で
あ

る
ば
か
り
で
な
く
、
二
人
と
も
自
分
の
祖
先
の
源
流
を
た
ど
っ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

今
回
の
英
訳
短
編
集
を
、
こ
の
ル
ー
ツ
探
し
と
関
連
さ
せ
て
読
む
こ

と
を
す
す
め
る
日
本
文
学
研
究
者
が
い
る
。「
第
三
の
新
人
論
―
―
吉

行
淳
之
介
・
遠
藤
周
作
・
安
岡
章
太
郎
」
で
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
か
ら
博

士
号
を
授
与
さ
れ
た
ヴ
ァ
ン
・
Ｃ
・
ゲ
ッ
セ
ル
が
そ
の
一
人
だ
。

（
中
略
）

こ
の
主
題
を
支
え
る
技
法
と
し
て
、
私
小
説
の
一
人
称
の
語
り
を
評

価
し
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
よ
う
。

『
日
本
経
済
新
聞
』
夕
刊

一
九
八
五
（
昭
和
六
三
）
年
七
月
三
〇
日

自
己
探
究
し
て
い
る
姿
が
そ
の
ま
ま
表
出
さ
れ
る
こ
と
を
「
私
小
説
」
の

手
法
を
重
ね
て
考
え
る
ヴ
ァ
ン
・
Ｃ
・
ゲ
ッ
セ
ル
の
批
評
に
は
、
一
定
の
留

保
が
必
要
で
あ
る
と
は
思
わ
れ
る
が
、「
第
三
の
新
人
」
の
文
脈
か
ら
、
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
の
問
題
を
捉
え
よ
う
と
し
た
こ
と
と
、「
悪
い
仲
間
」
や
「
海
辺

の
光
景
」
に
匹
敵
す
る
も
の
と
し
て
「
流
離
譚
」
を
捉
え
た
点
は
注
目
し
て

よ
い
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
さ
き
に
日
本
に
お
け
る
「
ル
ー
ツ
」
受
容
に
は
、
特
定
の
テ

ク
ス
ト
間
の
も
の
に
加
え
て
も
う
一
種
類
あ
る
と
指
摘
し
た
が
、
そ
れ
は

「
ル
ー
ツ
」
の
受
容
に
関
す
る
問
題
系
と
接
続
す
る
。

朝
日
新
聞
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
聞
蔵
Ⅱ
」
の
検
索
結
果
で
は
、
一
九
七
六
年

以
前
に
「
ル
ー
ツ
」
と
い
う
語
彙
は
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
い
。
例
え
ば
、
一
九
六

七
年
の
検
索
結
果
は
三
件
、
そ
れ
も
「
フ
ル
ー
ツ
」
と
い
う
語
彙
の
一
部
と

し
て
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
刊
行
後
の
一
九
七
七
年
以
後
に
は
「
ル
ー
ツ
」
と
い
う
語
は
ま

さ
に
湧
き
出
る
よ
う
に
散
見
さ
れ
る
の
だ
。
以
下
、
該
当
記
事
を
列
挙
す
る

（「
ル
ー
ツ
」
は
〝
ル
ー
ツ
〞
と
表
記
し
、
副
題
の
前
に
―
を
挿
入
）。

①
「
ひ
い
じ
い
さ
ん
は
日
本
人
―
―
〝
ル
ー
ツ
〞
捜
す
マ
ル
カ
ー
ノ
選

手
」（
三
月
二
四
日
）
②
「
比
国
の
山
中
に
黒
い
民
族

ピ
グ
ミ
ー

そ
っ
く
り
の
ネ
グ
リ
ト
族
―
―
血
液
調
べ
〝
ル
ー
ツ
〞
究
明
中
」（
四

月
二
七
日
）
③
「
〝ル
ー
ツ
〞
を
た
ど
る
福
田
首
相
―
―
ロ
ン
ド
ン
会

議
か
ら
」（
五
月
七
日
）
④
「
わ
が
家
の
ル
ー
ツ
は
―
―
家
系
図
づ
く

り
静
か
な
ブ
ー
ム
」（
六
月
一
九
日
）
⑤
「
広
が
る
〝
ル
ー
ツ
〞
熱

―
―
「
板
橋
」
つ
い
に
解
明
」（
六
月
二
四
日
）
⑥
「
ふ
る
さ
と
〝
ル

ー
ツ
〞
・
ブ
ー
ム
―
―
博
物
館
・
民
俗
資
料
館
な
ど
続
々

７
年
で
３

割
増
」（
七
月
二
八
日
）
⑦
「
犀
星
の
実
母
に
新
説
―
―
長
女
の
朝
子

さ
ん
〝
ル
ー
ツ
〞
捜
し

は
が
き
に
「
山
崎
千
賀
」」（
八
月
六
日
）
⑧

「
名
門
だ
っ
た
カ
ー
タ
ー
家

―
―
英
国
で
〝
ル
ー
ツ
〞
探
し

カ
ー

タ
ー
大
統
領
」（
八
月
一
一
日
）
⑨
「
エ
ビ
天
」
の
〝
ル
ー
ツ
〞
は
こ

こ
だ
っ
た

―
―
雄
大
な
イ
ン
ド
養
殖

水
田
育
ち

満
月
の
夜
に

漁
」（
九
月
一
日
）
⑩
「
う
ど
ん
・
そ
ば
の
〝
ル
ー
ツ
〞

―
―
韓
国

の
旅
レ
ポ
ー
ト

麺
研
究
家
の
小
島
さ
ん
」（
九
月
二
〇
日
）
⑪
「
機

械
装
置
の
〝
ル
ー
ツ
〞
―
―
研
究
ノ
ー
ト
」（
一
〇
月
四
日
）
⑫
「
佃

の
氏
子

〝
ル
ー
ツ
〞
の
大
阪
訪
問

―
―
有
志
４８
人
、
記
念
に
額
を

奉
納
」（
一
〇
月
八
日
）
⑬
「
下
町
そ
っ
く
り

佃
住
吉
講

大
阪
の

― 70 ―



〝
ル
ー
ツ
〞
に
奉
額
」（
一
〇
月
一
〇
日
）
⑭
「（
広
告
）
貯
蓄
増
強
中

央
委
員
会

あ
す
は
「
貯
蓄
の
日
」
―
―
異
色
た
い
だ
ん

た
く
わ
え

の
〝
ル
ー
ツ
〞
」（
一
〇
月
一
六
日
）
⑮
「
〝
ル
ー
ツ
〞
の
作
者
が
来

月
の
下
旬
に
来
日
」（
一
〇
月
一
八
日
）
⑯
「
百
数
十
人
の
メ
モ
押
収

―
―
暴
か
れ
た
大
麻
汚
染
の
〝
ル
ー
ツ
〞
」（
一
〇
月
二
〇
日
）
⑰

「
電
話
の
〝
ル
ー
ツ
〞
」（
一
〇
月
二
四
日
）
⑱
「
東
サ
モ
ア
の
大
酋
長

―
―
〝
ル
ー
ツ
〞
は
山
口
県
だ
っ
た
」（
一
〇
月
三
一
日
）

直
接
的
に
ア
ー
サ
ー
の
「
ル
ー
ツ
」
に
ふ
れ
た
記
事
は
、
こ
れ
ら
の
記
事

の
三
倍
程
度
に
の
ぼ
る
。
こ
こ
に
抽
出
し
た
の
は
、
そ
れ
以
外
の
記
事
で
あ

る
。
注
目
し
た
い
の
は
、
ル
ー
ツ
に
「
根
源
」
と
い
う
意
味
が
付
与
さ
れ
て

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
ア
ー
サ
ー
の
「
ル
ー
ツ
」
の
ブ
ー
ム
に
は

関
連
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。
さ
ら
に
、
①
②
③
④
⑤
⑥
⑩
⑫
⑱
に
あ
る
よ

う
に
、
ア
ー
サ
ー
の
書
籍
は
、
多
く
の
人
々
に
自
ら
の
「
ル
ー
ツ
」
を
探
究

さ
せ
る
ブ
ー
ム
を
呼
び
起
こ
し
た
こ
と
だ
。

確
か
に
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
物
語
「
ル
ー
ツ
」
の
「
感
動
」
は
、
単

な
る
一
個
人
の
「
ル
ー
ツ
」
が
壮
大
な
歴
史
の
物
語
に
接
続
し
、
そ
の
事
が

自
分
自
身
の
固
有
性
と
偶
然
性
を
保
証
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
沢
山
の
人
々

の
人
生
が
自
ら
の
人
生
に
繋
が
っ
て
い
る
と
い
う
実
感
と
置
き
換
え
て
も
い

い
だ
ろ
う
。

安
岡
章
太
郎
の
「
流
離
譚
」
は
、
そ
の
意
味
で
ア
ー
サ
ー
の
「
ル
ー
ツ
」

の
系
譜
に
あ
る
も
の
と
し
て
受
容
さ
れ
た
と
考
え
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う

し
、
そ
の
様
な
も
の
と
し
て
書
か
れ
た
。
安
岡
は
言
う
。

「
流
離
譚
」
は
じ
つ
に
幸
運
な
作
品
で
あ
っ
た
。私
自
身
の
血
縁
を
遡
っ

て
、
主
に
幕
末
維
新
史
に
係
は
り
の
あ
る
部
分
を
事
実
に
即
し
て
書
き

と
め
た
も
の
だ
が
、
書
き
だ
す
ま
で
は
何
が
書
け
る
か
少
し
も
わ
か
ら

な
か
っ
た
。
そ
れ
が
書
き
進
め
る
に
つ
れ
て
、
都
合
の
好
い
時
機
に
都

合
の
好
い
資
料
が
あ
ら
は
れ
、
殆
ど
ひ
と
り
で
に
小
説
ら
し
い
も
の
が

出
来
上
つ
た
。

『
新
潮
』
第
７９
巻
第
７
号
一
九
八
二
（
昭
和
五
七
）
年
七
月

こ
れ
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
小
林
秀
雄
は
「
流
離
譚
」
を
以
下
の
よ

う
に
読
む
。

資
料
と
の
、
争
ひ
と
言
つ
て
い
ゝ
や
う
な
緊
張
し
た
対
話
を
、
紙
上
で
、

あ
か
ら
さ
ま
に
続
け
て
行
く
作
者
の
意
識
が
、
お
の
づ
か
ら
こ
の
長
編

マ
マ

を
貫
く
強
い
リ
ズ
ム
の
形
成
し
、
そ
れ
が
読
者
の
心
を
捕
へ
る
の
を
感

ず
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
ゝ
ら
辺
り
に
、
こ
の
作
家
が
開
拓
し
た
歴
史
小

説
の
新
手
法
が
あ
る
と
見
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

『
新
潮
』
第
７９
巻
１
号

一
九
八
二
（
昭
和
五
七
）
年
一
月

こ
こ
で
、「
流
離
譚
」
に
お
け
る
資
料
と
文
学
の
間
に
あ
る
新
奇
性
を
「
リ

ズ
ム
」
と
い
う
文
学
的
な
問
題
（
リ
ズ
ム
と
そ
れ
に
伴
う
感
動
）
に
収
斂
さ

せ
て
捉
え
よ
う
と
す
る
小
林
の
見
方
は
、
結
果
的
に
大
衆
的
な
ア
ー
サ
ー
の

受
容
と
重
な
っ
て
し
ま
う
。

わ
が
家
の
ル
ー
ツ
（
根
っ
こ
）
は
―
―
家
系
図
づ
く
り
が
い
ま
、
静
か

な
人
気
。
昨
年
夏
か
ら
本
格
的
な
〝
ル
ー
ツ
探
し
業
〞
へ
と
手
を
広
げ

た
日
本
家
系
協
会
（
東
京
都
中
央
区
銀
座
三
ノ
八
ノ
四
新
聞
会
館
内
）

に
は
一
年
ほ
ど
の
間
に
三
百
件
を
超
す
注
文
が
舞
い
込
ん
だ
。（
中
略
）

家
系
図
づ
く
り
は
ル
ー
ツ
上
陸
と
と
も
に
熱
っ
ぽ
さ
を
増
す
気
配
も
。

さ
き
に
列
挙
し
た
④
に
相
当
す
る
こ
の
記
事
で
は
、
日
本
に
お
け
る
「
ル

ー
ツ
」
ブ
ー
ム
の
本
質
が
「
ル
ー
ツ
探
し
」
ブ
ー
ム
で
あ
っ
た
こ
と
を
よ
く

示
し
て
い
る
。他
の
記
事
で
も
多
く
の
「
ル
ー
ツ
調
査
会
社
」
が
紹
介
さ
れ
、

「
し
ろ
う
と
で
も
五
代
前
ま
で
は
」
調
査
可
能
で
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
紹
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介
さ
れ
て
い
る
（
六
月
二
四
日
）。
ま
た
、
同
日
の
東
京
都
板
橋
区
の
郷
土

史
家
の
グ
ル
ー
プ
が
取
り
組
ん
だ
「
ル
ー
ツ
探
し
」
を
紹
介
す
る
記
事
で

は
、
以
下
の
様
に
述
べ
、「
ル
ー
ツ
」
と
い
う
語
そ
の
も
の
の
定
着
ぶ
り
に

ふ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

ア
メ
リ
カ
か
ら
上
陸
し
た
ル
ー
ツ
ブ
ー
ム
―
―
。「
ル
ー
ツ
」
と
い

う
言
葉
が
は
や
く
も
日
常
語
に
な
っ
た
感
さ
え
あ
る
。
た
だ
、
〝
民
族

の
根
源
を
探
る
〞
ア
メ
リ
カ
版
に
較
べ
、
こ
ち
ら
の
は
単
な
る
〝
先
祖

捜
し
〞
と
言
っ
た
お
も
む
き
が
強
い
。

三
「
ル
ー
ツ
」
ブ
ー
ム
の
二
面
性

こ
う
し
た
調
査
の
苦
労
の
末
に
人
々
が
得
た
も
の
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。

「
新
た
な
親
戚
関
係
の
誕
生
」（
六
月
一
九
日
）、「
華
麗
な
る
ル
ー
ツ
」（
九

月
七
日
）、「
精
神
性
」（
八
月
二
三
日
）
な
ど
と
い
う
言
葉
か
ら
は
、
強
い

自
己
肯
定
感
が
伺
え
る
。「
ル
ー
ツ
」
探
し
に
誘
う
業
者
や
そ
れ
を
受
容
す

る
人
々
に
は
、
自
ら
が
「
感
動
」
し
た
り
「
意
義
」
を
見
出
し
た
り
す
る
た

め
に
「
ル
ー
ツ
」
を
調
査
す
る
と
い
う
、
顚
倒
し
た
目
的
が
措
定
さ
れ
て
い

る
。「
ル
ー
ツ
」
の
何
に
注
目
す
る
の
か
は
自
由
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
自
ら

が
見
出
し
た
い
と
思
う
「
ル
ー
ツ
」
に
出
逢
う
ま
で
そ
の
「
旅
」
は
続
く
の

で
あ
る
。
そ
れ
も
、「
青
い
鳥
」
は
意
外
と
身
近
に
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来

る
…
…
。

ア
ー
サ
ー
・
ヘ
イ
リ
ー
が
来
日
し
た
際
、
安
岡
章
太
郎
、
緑
川
亨
と
い
う

ブ
ー
ム
の
火
付
け
役
た
ち
に
よ
る
座
談
会
が
『
世
界
』
３７８
号
（
一
九
七
八

（
昭
和
五
三
）
年
二
月
）
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

日
本
の
中
で
差
別
を
な
く
し
て
い
く
、
差
別
の
構
造
か
ら
の
解
放
を

獲
得
し
て
ゆ
く
運
動
の
中
に
み
ら
れ
る
問
題
意
識
と
、
黒
人
解
放
運
動

の
中
で
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
追
っ
て
ゆ
く
意
識
と
の
間
に
は
共
通
し

た
も
の
が
あ
る
よ
う
な
気
も
す
る
の
で
す
。『
ル
ー
ツ
』
が
ア
メ
リ
カ

で
読
ま
れ
て
い
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
ま
た
、
白
人
が
そ
れ

を
読
ん
だ
と
き
ど
う
い
う
反
応
を
す
る
か
、
そ
れ
を
知
り
た
い
と
思
う

の
は
、
そ
の
た
め
な
の
で
す
。

こ
う
し
た
緑
川
の
発
言
は
、
ブ
ー
ム
の
発
信
側
と
し
て
の
面
目
躍
如
と
で

も
言
わ
ん
ば
か
り
に
、「
ル
ー
ツ
」
受
容
の
正
当
な
「
意
義
」
を
主
張
し
て

い
る
わ
け
だ
が
、
必
ず
し
も
こ
う
い
っ
た
受
容
に
批
判
が
な
か
っ
た
わ
け
で

は
な
い
。け

れ
ど
日
本
の
場
合
は
、
ア
メ
リ
カ
で
話
題
に
な
っ
た
か
ら
、
た
だ

一
緒
に
騒
い
で
い
る
よ
う
な
感
が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
ア
メ
リ
カ
の
よ

う
に
「
ル
ー
ツ
」
が
話
題
に
な
る
な
ら
、
も
っ
と
日
本
の
古
典
が
話
題

に
な
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
今
、
日
本
で
起
こ
っ
て
い
る
ル
ー
ツ
旋

風
は
、た
だ
表
面
を
吹
い
て
い
る
〝
空
っ
風
〞
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

（
東
京
都
・
中
野
区
）

『
読
売
新
聞
』
朝
刊

一
九
七
七
（
昭
和
五
二
）
年
六
月
二
九
日

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
批
判
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
も
っ

て
、
過
去
の
ブ
ー
ム
を
相
対
化
す
る
こ
と
は
単
な
る
後
の
世
代
の
特
権
に
過

ぎ
な
い
と
い
う
誹
り
を
免
れ
な
い
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
こ
の
ブ
ー
ム
の
特
質

は
、
発
信
す
る
文
学
側
と
受
容
す
る
大
衆
側
の
間
の
相
互
に
は
一
定
の
了
解

が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

文
学
が
あ
る
言
葉
と
と
も
に
行
為
を
肯
定
的
な
形
で
可
視
化
し
、
そ
れ
を

大
衆
が
実
践
す
る
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
大
衆
文
化
の
理
想
的
な
形
で
あ
る

か
ら
だ
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
ア
ー
サ
ー
の
「
ル
ー
ツ
」
が
も
つ
政
治
的
な
問
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題
は
、
日
本
の
そ
れ
で
は
な
い
。
こ
の
事
は
当
然
な
が
ら
、
安
定
し
た
位
置

か
ら
「
ル
ー
ツ
」
を
受
容
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
だ
ろ
う
。

刊
行
元
の
社
会
思
想
社
は
、『「
ル
ー
ツ
」
と
私：

A
lex

H
aley

in
Japan

』（
一
九
七
八
（
昭
和
五
三
）
年
三
月
）
と
い
う
書
籍
の
中
で
、
こ

う
し
た
「
正
当
」
な
受
容
を
も
批
判
の
対
象
に
し
て
い
る
。

『
ル
ー
ツ
』
が
日
本
で
ブ
ー
ム
に
な
っ
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
で
大
評
判

に
な
っ
た
か
ら
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
、
日
本
の
イ
ン
テ
リ
た
ち
は
日

本
国
内
の
民
族
問
題
の
正
面
に
引
き
ず
り
だ
さ
れ
て
嫌
な
思
い
を
す
る

こ
と
が
な
い
限
り
に
お
い
て
の
み
、
黒
人
問
題
を
関
心
の
対
象
に
し
て

い
る
の
だ
。

四
「
透
明
化
」
し
な
い
語
り
手

―
―
ル
ー
ツ
は
起
源
か
結
果
か

こ
う
し
た
文
脈
を
前
提
に
し
て
小
島
信
夫
の
「
美
濃
」
か
ら
何
が
見
え
て

く
る
の
か
。
テ
ク
ス
ト
の
語
り
は
以
下
の
様
に
始
ま
る
。

し
ば
ら
く
前
か
ら
、
小
説
家
で
あ
る
私
に
、
年
譜
が
必
要
に
な
っ
て

き
た
。
履
歴
書
の
場
合
と
お
な
じ
で
、
自
分
の
こ
と
は
自
分
が
い
ち
ば

ん
よ
く
知
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
か
ら
、
と
い
っ
て
も
い
い
が
、
最
初
は

本
人
で
あ
る
私
が
、
顔
を
し
か
め
な
が
ら
書
い
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
作

り
ご
と
も
ま
ぜ
て
は
い
る
。
と
い
っ
て
も
そ
れ
は
愉
し
み
と
い
う
よ
う

な
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。

（
９
）

語
り
手
は
、「
私
」
と
い
う
一
人
称
を
使
い
な
が
ら
も
「
古
田
」
と
い
う

三
人
称
を
併
用
す
る
。
語
り
手
は
小
説
家
・
古
田
信
次
自
身
で
あ
り
な
が
ら

も
、
自
ら
を
客
観
視
し
て
い
る
よ
う
な
身
振
り
を
と
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る

が
、
そ
れ
自
体
は
、
小
説
の
表
現
技
法
と
し
て
は
普
通
の
こ
と
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
の
語
り
手
は
、
過
剰
な
ほ
ど
に
小
説
を
読
者
に
向
け

て
書�

い�

て�

い�

る�

こ
と
を
隠
そ
う
と
は
し
な
い
。

多
く
の
連
載
の
冒
頭
で
は
、
締
め
切
り
が
近
い
状
況
で
前
回
の
反
響
を
振

り
返
り
な
が
ら
も
、
な
か
な
か
「
本
題
」
に
入
ら
な
い
こ
と
の
言
い
訳
を
し

つ
つ
、
饒
舌
に
様
々
な
話
題
へ
と
拡
散
し
て
ゆ
く
。

こ
の
形
式
は
テ
ク
ス
ト
を
、
語
り
手
が
回
想
も
交
え
な
が
ら
も
直
接
語
り

か
け
て
い
る
よ
う
な
水
準
（
水
準
①
）
と
、
小
説
の
様
な
形
で
語
ら
れ
て
い

る
水
準
（
水
準
②
）
と
、
今
（
も
し
く
は
以
前
に
）
読
ん
で
い
る
（
い
た
）

資
料
等
が
提
示
さ
れ
る
水
準
（
水
準
③
）
に
大
別
す
る
。

本
来
、
透
明
化
す
べ
き
語
り
手
は
、
執
筆
し
て
い
る
態
度
や
感
情
を
そ
の

そ
の
ま
ま
表
出
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
語
っ
て
い
る
も
の
が
語
り
手
自
身
と

「
同
じ
で
あ
っ
て
そ
う
で
は
な
い
」
と
い
う
態
度
を
繰
り
返
し
と
る
た
め
に
、

我
々
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

は
創
作
を
読
ま
さ
れ
て
い
る
の
か
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョン

、
事
実
を
提
示
さ
れ
て
い
る
の
か
が

分
か
ら
な
く
な
る
。
ま
さ
に
「
信
頼
出
来
な
い
語
り
手
」
で
あ
る
。

本
来
、
近
代
文
学
が
拘
っ
て
き
た
語
り
の
透
明
化
と
は
、
語
ら
れ
る
内
容

の
信
憑
性
を
上
げ
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
逆
に
言
え
ば
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

、
創
作
が
如
何

リ
ア
リ
テ
ィ

に
し
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョン

て
事
実
を
包
摂
し
な
が
ら
、
事
実
性
を
確
立
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
も

あ
る
だ
ろ
う
し
、
資
料
の
直
接
の
引
用
な
ど
が
も
た
ら
す
結
果
も
同
様
の
結

果
を
呼
び
込
む
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
し
か
し
、「
美
濃
」
に
お
け
る
そ
れ

は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

、
創
作
／
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョン

事
実
と
い
う
二
項
対
立
そ
の
も
の
を
無
効
化
し
て
い
る
行

為
に
し
か
見
え
な
い
。

ル
ー
ツ

一
方
、
ア
ー
サ
ー
や
安
岡
の
語
り
手
が
歴
史
を
探
究
し
よ
う
と
す
る
こ
と

を
「
行
為
」
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、「
美
濃
」
の
語
り
手
は
全
く
異
な
る

「
行
為
」
を
し
て
い
る
。

私
は
自
分
の
や
る
べ
き
こ
と
を
彼
に
任
せ
た
。
私
は
ど
ん
な
に
ホ
ッ
と
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し
た
こ
と
だ
ろ
う
。私
は
す
っ
か
り
下
駄
を
あ
ず
け
た
気
分
に
な
っ
た
。

篠
田
賢
作
の
苦
労
と
愉
し
み
が
は
じ
ま
っ
た
と
い
っ
て
も
い
い
。
私
は

そ
の
頃
ふ
と
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
評
伝
と
い
う
も
の
を
書
き
は
じ

め
て
い
た
関
係
上
、
篠
田
は
私
に
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

「
ぼ
く
は
い
つ
か
、
あ
な
た
の
評
伝
を
書
き
ま
す
か
ら
ね
」

「
ぼ
く
は
書
か
れ
る
ほ
ど
の
こ
と
は
な
い
よ
」

「
い
い
や
、
き
っ
と
書
き
ま
す
よ
」
私
は
お
茶
を
に
ご
し
て
そ
れ
以
上

は
い
わ
な
か
っ
た
。

（
９
）

こ
の
テ
ク
ス
ト
に
は
最
初
か
ら
「
小
島
信
夫
」
と
い
う
署
名
が
付
さ
れ
て

い
る
の
で
、「
私
」
と
い
う
一
人
称
を
使
う
人
物
が
岐
阜
出
身
の
「
小
説
家
」

な
ら
ば
、
そ
れ
が
小
島
で
あ
る
と
読
者
が
同
定
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

ま
た
、「
最
近
様
々
な
作
家
の
評
伝
を
書
い
て
い
る
」
と
い
う
設
定
も
、
詳

し
い
読
者
で
あ
れ
ば
、『
私
の
作
家
評
伝
』
が
一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年

八
月
と
一
〇
月
そ
し
て
一
九
七
五
（
昭
和
五
〇
）
年
四
月
に
Ⅰ
か
ら
Ⅲ
巻
の

刊
行
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
Ⅰ
と
Ⅱ
に
関
し
て
は
刊
行
年
の
芸
術
選
奨
文

科
大
臣
賞
（
二
三
回
）
を
受
賞
し
て
い
る
こ
と
が
想
起
さ
れ
、
小
島
に
よ
る

私
小
説
的
な
設
定
で
あ
る
と
い
う
理
解
に
至
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。

ま
た
、
一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年
七
月
の
『
小
島
信
夫
全
集
』
六
巻

（
講
談
社
）
の
「
あ
と
が
き
」
に
は
全
集
収
録
の
「
詳
細
な
年
譜
」
を
作
成

し
た
「
平
光
氏
へ
の
感
謝
の
意
」
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
平
光
善
久

〔
一
九
二
四
〜
九
九
〕
こ
そ
が
篠
田
賢
作
の
モ
デ
ル
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
る

こ
と
も
自
然
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
あ
と
出
て
来
る
挿
絵
画
家
・
平
山

草
太
郎
も
、
さ
き
の
『
私
の
作
家
評
伝
』
の
挿
絵
を
描
い
て
い
る
堀
内
節
太

郎
と
ほ
ぼ
同
定
可
能
な
設
定
に
な
っ
て
い
る
。

一
見
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
や
偽
名
の
使
用
は
元
の
人
物
の
確
定
を
避
け
よ

う
と
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
が
、
故
に
読
者
は
そ
の
確
定
の
欲
求
に
か
ら

れ
て
し
ま
う
と
い
う
逆
説
も
あ
る
。
こ
の
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
多
く
の
人
物

も
、
多
少
詳
し
い
読
者
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
実
在
す
る
人
物
達
と
同
定
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
初
出
で
あ
る
『
文
体
』『
文
藝
』、
あ
る
い
は

小
島
信
夫
と
い
う
署
名
の
テ
ク
ス
ト
を
読
む
読
者
の
多
く
が
文
学
（
文
壇
）

の
知
識
が
皆
無
で
あ
る
と
い
う
事
態
も
想
定
し
に
く
い
わ
け
で
、
む
し
ろ
近

代
文
学
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
、
―
―
少
な
く
と
も
近
代
文
学
を
過
剰
な
個
人

情
報
保
護
の
文
脈
を
有
す
る
現
代
文
学
と
は
一
線
を
画
す
も
の
だ
と
考
え
る

の
だ
と
し
た
ら
―
―
こ
う
し
た
人
名
や
地
名
の
匿
名
性
を
可
視
化
さ
せ
て
し

ま
う
暴
力
的
な
ベ
ク
ト
ル
を
常
に
有
し
て
い
る
こ
と
を
逆
照
射
し
て
い
る
。

さ
き
の
安
岡
や
ア
ー
サ
ー
ら
の
対
談
に
以
下
の
様
な
発
言
が
あ
る
。

緑
川

さ
き
ほ
ど
日
本
の
差
別
の
問
題
と
し
て
、
日
本
に
住
ん
で
い
る

朝
鮮
人
の
問
題
、
そ
し
て
被
差
別
部
落
の
人
々
の
話
が
出
ま
し
た
。
そ

の
朝
鮮
人
の
場
合
、
朝
鮮
人
は
日
本
の
植
民
地
支
配
の
中
で
創
氏
改
正

と
い
っ
て
、
名
前
を
奪
わ
れ
、
日
本
式
の
名
前
に
か
え
さ
せ
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
「
サ
ム
」
と
か
「
ジ
ョ
ー
ジ
」

と
い
う
名
前
を
黒
人
に
つ
け
る
よ
う
に
。

ア
ー
サ
ー
や
安
岡
に
と
っ
て
、
名
前
の
変
更
が
権
力
の
行
使
に
よ
る
固
有

性
の
剥
奪
で
あ
る
な
ら
ば
、「
美
濃
」
に
お
け
る
名
前
の
変
更
と
は
、
こ
う

し
た
文
脈
と
は
全
く
異
な
る
意
味
を
も
つ
。
偽
名
は
、
よ
り
一
層
モ
デ
ル
と

な
っ
た
人
物
確
定
の
欲
望
を
喚
起
し
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
中
で
よ
り
強
い

リ
ア
リ
テ
ィ

真
実
性
を
喚
起
さ
せ
て
し
ま
う
の
だ
か
ら
。

語
り
手
と
篠
田
賢
作
と
の
関
係
は
、
評
伝
を
書
か
れ
る
／
書
く
も
の
と
い

う
関
係
で
あ
る
が
、結
果
全
て
の
資
料
は
篠
田
の
元
に
集
ま
る
こ
と
に
な
る
。

評
伝
を
書
く
時
に
「
事
実
」
が
書
か
れ
る
者
の
周
囲
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
こ
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と
が
あ
る
よ
う
に
、篠
田
賢
作
の
資
料
に
は
古
田
が
忘
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
、

思
い
出
し
た
く
は
な
い
も
の
も
含
ま
れ
る
。
だ
が
、
評
伝
の
書
き
手
で
も
あ

る
語
り
手
は
、
そ
の
こ
と
も
踏
ま
え
た
上
で
、
自
ら
の
評
伝
を
書
く
こ
と
を

あ
き
ら
め
、
賢
作
に
そ
の
「
愉
し
み
」
と
「
苦
し
み
」
を
委
ね
て
い
る
の
で

あ
る
。

一
方
、
大
部
の
評
伝
を
書
き
終
え
た
語
り
手
は
、
作
家
が
晩
年
に
す
べ
き

仕
事
と
し
て
、
自
伝
的
な
小
説
を
書
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に

し
ば
し
ば
、
岐
阜
（
美
濃
）
に
帰
郷
す
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
帰
郷
も
全
て
賢

作
に
と
っ
て
重
要
な
「
資
料
」
で
あ
り
、
賢
作
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
ら
な
く

て
は
い
け
な
い
。

帰
郷
時
の
行
動
の
全
て
を
と
も
に
す
る
賢
作
は
、
語
り
手
に
と
っ
て
自
伝

的
小
説
の
資
料
の
総
体
で
あ
る
。
そ
の
意
識
が
、「
賢
作
と
は
美
濃
（
岐
阜
）」

で
あ
る
と
い
っ
た
認
識
と
繋
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ア
ー
サ
ー
や
安
岡
の
語
り
手
は
、
探
究
の
情
熱
（
物
語
）
が
徐
々
に
そ
の

ル
ー
ツ
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
。
同
様
に
、
語
り
手
と
篠
田
賢
作
は
美
濃
を

歩
き
、
美
濃
を
調
べ
美
濃
に
詳
し
く
な
っ
て
ゆ
く
。
し
か
し
、
そ
の
探
究
が

美
濃
と
い
う
ル
ー
ツ
の
総
体
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
な
い
。
語
り
手
と
賢
作
の

資
料
や
見
解
は
、
時
に
は
食
い
違
い
、
さ
ら
に
美
濃
に
係
わ
る
多
く
の
他
者

が
異
な
る
資
料
解
釈
を
提
示
し
て
ゆ
く
。
他
者
の
評
伝
と
異
な
り
、
自
伝
的

小
説
は
決
し
て
完
成
す
る
こ
と
が
な
く
、
ル
ー
ツ
に
辿
り
つ
く
こ
と
も
な
い

が
、
そ
の
過
程
は
結
果
（
物
語
）
に
な
っ
て
ゆ
く
。
物
語
は
、
ル
ー
ツ
の
不

可
能
性
を
語
る
の
み
で
あ
り
、
感
動
を
呼
ぶ
ル
ー
ツ
な
ど
期
待
す
べ
く
も
な

い
。

五
「
ル
ー
ツ
」
と
「
立
身
出
世
」
―
解
体
さ
れ
る
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス

語
り
手
は
、
こ
の
両
者
の
関
係
を
「
夫
婦
」
な
ど
様
々
な
形
の
比
喩
と
し

て
描
く
。
ま
た
、
そ
こ
に
は
東
京
／
美
濃
と
い
う
関
係
が
重
な
り
、
両
者
を

「
立
身
出
世
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
媒
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
二
つ
の
固

有
の
土
地
の
関
係
は
都
会
／
田
舎
、
中
心
／
周
縁
な
ど
の
様
に
一
気
に
抽
象

化
さ
れ
る
。
東
京
と
美
濃
、
篠
田
と
古
田
。
平
山
と
古
田
、
語
り
手
と
読
者
、

外
部
に
存
在
す
る
実
際
の
連
載
と
、テ
ク
ス
ト
内
に
存
在
す
る
連
載
の
評
価
、

反
響
。
こ
れ
ら
は
、
全
て
互
い
を
不
可
欠
な
も
の
と
し
た
反
転
可
能
な
関
係

で
あ
る
。あ

な
た
は
、
こ
れ
か
ら
郷
里
で
あ
る
岐
阜
に
お
い
て
の
行
動
は
、
私

に
か
く
れ
て
な
さ
る
べ
き
で
は
な
い
。
も
し
そ
こ
で
あ
な
た
が
、
将
来

意
義
の
あ
る
作
品
の
材
料
と
な
る
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
た
の
に
、
私

（
篠
田
）
が
つ
ん
ぼ
桟
敷
に
お
か
れ
て
い
た
と
し
た
ら
、
み
っ
と
も
な

い
こ
と
に
な
る
。
何
故
か
と
い
う
と
郷
里
は
、
私
が
行
動
し
、
彼
が
認

知
す
る
と
い
う
こ
の
ひ
そ
か
な
世
界
に
お
い
て
は
、
私
と
彼
の
二
人
の

も
の
だ
か
ら
だ
。

（
１０
）

こ
の
独
特
の
語
り
方
は
、
し
ば
し
ば
読
者
を
混
乱
に
陥
れ
る
。
カ
ギ
括
弧

を
使
用
し
な
い
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
「
私
」「
あ
な
た
」「
自
分
」
と
い
う
代

名
詞
は
、
し
ば
し
ば
小
説
家
・
古
田
と
重
な
り
つ
つ
、
離
れ
て
も
い
る
。
ま

た
、
引
用
し
た
二
つ
目
の
「
私
」
に
（
篠
田
）
と
い
う
括
弧
書
き
が
加
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
、
語
り
手
に
と
っ
て
こ
の
読
者
の
混
乱
が
前
も
っ
て
想
定

し
つ
つ
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
引
用
に
続
く
二
段
落
目
の
「
も
し
郷
里
に
つ
い
て
そ
う
な
ら
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ば
（
中
略
）
私
自
身
が
、
彼
、
篠
田
に
報
告
す
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
。
本
気

に
な
っ
て
…
…
」
と
述
べ
ら
れ
る
語
り
手
自
身
の
認
識
は
、
前
の
段
落
の

「
そ
れ
か
ら
あ
な
た
に
関
す
る
資
料
は
誰
よ
り
も
私
が
一
番
沢
山
も
つ
よ
う

に
な
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
一
等
資
料
は
私
に
提
示
す
べ
き
で
あ
る
。」

に
対
応
し
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
後
者
の
「
あ
な
た
」
は
篠
田
が
語
り
手
に

呼
び
か
け
て
い
る
二
人
称
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
だ
と
す
る
と
、
そ
の
一
文

前
の
「
あ
な
た
が
自
分
の
口
か
ら
そ
う
い
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
私
に
ほ
の

め
か
し
て
お
い
て
も
ら
い
た
い
」
に
お
け
る
「
あ
な
た
」
や
「
自
分
」
そ
し

て
「
私
」
も
全
て
語
り
手
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
「
あ
な
た
が
自
分
の
口
か

ら
そ
う
い
っ
た
」
と
い
う
部
分
を
カ
ギ
括
弧
で
括
っ
て
み
る
よ
う
な
理
解
が

必
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
彼
の
短
か
い
言
葉
」
の
「
彼
」
と
は
篠
田
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
さ
き

に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
両
者
の
関
係
は
、
単
な
る
年
譜
を
書
か
れ
る
／
書

く
と
い
う
関
係
で
は
な
い
。
書
か
れ
る
対
象
に
と
っ
て
、
作
家
と
は
「
晩
年

に
」
は
「
自
伝
」
を
書
く
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
「
郷
里
」
は
そ
の

作
家
を
認
め
、
郷
里
の
文
化
振
興
と
し
て
の
「
文
学
碑
」
や
「
博
物
館
」
へ

と
繋
が
る
と
い
う
認
識
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
「
立
身
出
世
」
と
呼
ぶ
語
り

手
の
認
識
は
、
ア
イ
ロ
ニ
ー
で
は
な
い
。

傑
作
を
書
く
の
を
、
ど
う
し
て
恥
か
し
が
る
の
か
。
そ
れ
な
ら
い
っ
た

い
何
の
た
め
に
文
学
を
書
く
の
か
。
涙
の
出
る
ほ
ど
の
問
題
な
の
だ
。

あ
な
た
は
、
こ
の
よ
う
な
人
間
で
あ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ

の
と
き
、
郷
里
在
住
の
彼
の
つ
づ
る
年
譜
と
い
う
も
の
は
、
迫
力
を
も

つ
こ
と
に
な
り
、（
そ
う
な
っ
た
ら
、
ど
う
し
て
年
譜
の
み
に
と
ど
め

て
お
け
よ
う
か
）
評
伝
も
意
味
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
そ
う
な
れ
ば
彼

は
、
東
京
の
中
央
文
壇
に
対
し
て
鼻
を
あ
か
し
て
や
る
こ
と
が
出
来
る

し
、
い
く
ぶ
ん
か
は
郷
里
に
対
し
て
も
そ
う
で
あ
る
。

（
１２
）

「
あ
な
た
は
、
こ
の
よ
う
な
人
間
で
あ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。」
と

は
、
篠
田
側
か
ら
の
語
り
か
け
で
あ
り
、（
そ
う
な
っ
た
ら
ど
う
し
て
年
譜

の
み
に
と
ど
め
て
お
け
よ
う
か
）
と
い
う
判
断
は
語
り
手
に
よ
る
も
の
、
最

後
の
「
彼
」
と
は
我
々
に
向
か
う
語
り
手
側
か
ら
篠
田
賢
作
に
対
す
る
三
人

称
で
あ
り
、
結
果
、
価
値
の
あ
る
文
学
が
価
値
の
あ
る
自
伝
を
生
み
出
し
、

そ
れ
が
作
家
の
故
郷
在
住
の
者
に
よ
る
「
年
譜
」
を
媒
介
と
し
て
、
優
れ
た

「
評
伝
」
を
生
み
出
し
、
故
郷
及
び
中
央
の
ど
ち
ら
に
も
錦
を
飾
る
こ
と
が

出
来
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

私
は
自
分
の
家
に
あ
る
自
分
の
書
い
た
も
の
の
印
刷
物
の
う
ち
、
篠
田

が
ど
ん
な
に
そ
の
気
に
な
っ
て
広
告
を
し
ら
べ
て
い
て
も
眼
に
つ
か
ぬ

も
の
だ
け
を
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
の
中
に
放
り
こ
ん
で
し
ま
っ
て
い
た
。
そ

れ
さ
え
も
彼
が
入
手
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
う
も
の
も
な
い
こ

と
は
な
い
。
私
に
は
彼
の
姿
が
う
か
ん
で
く
る
。
私
が
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱

の
中
に
入
れ
ず
に
捨
て
て
し
ま
い
、
彼
が
広
告
を
見
お
と
し
て
い
る
と

い
う
よ
う
な
こ
と
を
、私
が
郷
里
の
彼
の
家
の
書
斎
で
見
出
す
と
き
に
、

も
ち
ろ
ん
諧
謔
を
ま
じ
え
て
で
は
あ
る
が
、デ
リ
ケ
ー
ト
な
雰
囲
気
が
、

二
人
の
間
に
生
じ
て
く
る
。

（
１８
）

こ
う
い
っ
た
両
者
の
「
デ
リ
ケ
ー
ト
な
雰
囲
気
」
は
、「
大
工
（
建
築
家
）」

「
農
夫
」「
教
師
」「
役
人
」「
中
国
の
高
官
」
と
あ
ら
ゆ
る
例
で
考
え
て
も
同

じ
こ
と
が
起
こ
る
普
遍
的
な
問
題
で
あ
る
こ
と
を
語
り
手
は
主
張
す
る
。
確

か
に
、
建
築
、
農
作
業
、
教
育
、
行
政
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
、
す
る
も
の
／
さ

れ
る
（
生
み
出
さ
れ
る
）
も
の
と
の
二
者
関
係
で
出
来
て
い
る
。
こ
う
し
た

関
係
を
「
相
手
」
が
い
る
「
遊
び
」
で
あ
る
と
い
う
語
り
手
の
比
喩
に
は
、

あ
る
傾
向
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、「
相
手
」
と
い
う
言
葉
が
「
自
分
」
と
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同
時
発
生
的
で
あ
る
こ
と
、
同
様
に
「
遊
び
」
が
「
仕
事
」
と
裏
表
の
関
係

で
あ
る
こ
と
だ
。
こ
う
し
た
反
転
可
能
性
は
、
文
体
に
お
い
て
も
主
題
に
お

い
て
も
、「
美
濃
」
の
あ
る
い
は
小
島
の
テ
ク
ス
ト
全
体
の
特
質
で
あ
る
と

い
っ
て
も
よ
い
。
描
く
も
の
／
描
か
れ
る
も
の
、
ル
ー
ツ
と
し
て
の
故
郷
、

故
郷
と
し
て
の
ル
ー
ツ
、
文
章
の
イ
メ
ー
ジ
を
よ
り
豊
か
に
す
る
挿
絵
／
挿

絵
を
よ
り
豊
か
に
す
る
文
章
…
…
、
小
島
の
テ
ク
ス
ト
は
、
多
く
の
ア
フ
ォ

ー
ド
す
る
／
さ
れ
る
と
い
う
二
者
関
係
を
無
効
化
し
て
ゆ
く
。

六

モ
ン
マ
ル
ト
ル
な
「
美
濃
」
―
ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ
ル
と
い
う
抵
抗

先
に
、
語
り
手
は
、
篠
田
賢
作
と
の
関
係
に
「
夫
婦
」
と
い
う
の
比
喩
を

多
様
す
る
こ
と
に
ふ
れ
た
。

私
は
も
う
長
い
間
、
郷
里
の
岐
阜
へ
行
く
と
、
先
ず
篠
田
賢
作
に
連
絡

す
る
。
そ
れ
か
ら
か
な
ら
ず
彼
の
家
の
書
斎
か
そ
の
隣
り
の
部
屋
に
泊

る
。
宿
の
契
約
を
何
年
も
前
か
ら
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
永
久
に
契

約
し
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
二
日
の
う
ち
の
一
日
を
よ
ん
ど
こ
ろ
な

く
別
の
と
こ
ろ
に
、
た
と
え
ば
旅
館
に
泊
る
と
し
て
も
、
あ
ま
り
望
ま

し
い
こ
と
で
は
な
い
。
私
は
私
の
父
と
出
身
地
を
同
じ
う
す
る
画
家
の

平
山
草
太
郎
に
私
の
評
伝
の
さ
し
絵
を
か
い
て
も
ら
っ
て
い
る
。（
２１
）

こ
こ
か
ら
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
故
郷
に
お
け
る
篠
田
賢
作
と
語
り
手
の

「
夫
婦
」
的
な
関
係
を
説
明
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
こ
か
ら

唯
一
の
「
浮
気
」（
岐
阜
在
住
の
際
に
篠
田
の
家
に
泊
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
）

と
し
て
登
場
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
平
山
草
太
郎
と
の
関
係
を
語
る
。
さ
き

に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
両
者
の
「
さ
し
絵
画
家
」
／
「
作
家
」
と
い
う
関
係

も
、
こ
れ
ま
で
話
題
の
中
心
に
あ
っ
た
「
評
伝
」
と
い
う
問
題
を
媒
介
に
浮

上
し
て
く
る
。
も
ち
ろ
ん
平
山
の
モ
デ
ル
も
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
坪
内
節

太
郎
〔
一
九
〇
五
〜
一
九
七
九
〕
で
あ
る
こ
と
が
す
ぐ
に
想
定
さ
れ
る
。
当

時
、
小
島
の
評
伝
の
挿
絵
は
全
て
坪
内
が
担
当
し
て
い
た
か
ら
だ
。
評
伝
に

掲
載
さ
れ
る
多
く
の
挿
絵
は
、
単
な
る
「
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う

ア
フ
ォ
ー
ド

一
方
的
か
つ
主
従
的
な
説
明
な
ど
で
は
な
い
。

ま
た
、
語
り
手
は
こ
の
「
浮
気
」
の
際
に
、
篠
田
か
ら
言
わ
れ
た
「
ほ
ん

な
ら
、
え
え
わ
」
と
い
う
言
葉
の
「
郷
里
の
ひ
び
き
」
に
拘
る
。
そ
れ
は
、

語
り
手
が
以
前
に
書
い
た
「
郷
里
の
言
葉
」（
一
九
六
二
年
一
一
月
『
新
潮
』

に
同
文
を
小
島
信
夫
が
掲
載
）
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
引
き
出
し
、
以
下

の
様
な
思
い
に
至
る
。

私
や
篠
田
は
、
で
き
得
べ
く
ん
ば
な
る
べ
く
郷
里
の
言
葉
を
つ
か
っ

て
会
話
を
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
を
つ
か
っ
て
偉
大
な
る
自
叙
伝
を
書

き
、
悪
い
意
味
で
は
な
く
、「
夜
明
け
前
」
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に

郷
土
を
顕
彰
す
べ
き
だ
。

（
２６
）

こ
の
テ
ク
ス
ト
の
話
題
は
、
記
録
し
よ
う
と
す
る
も
の
や
記
録
さ
れ
る
も

の
、
中
央
（
東
京
）
と
地
方
（
故
郷≒

美
濃
）
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
り
な
が

ら
、
常
に
年
譜
や
評
伝
と
い
っ
た
文
学
や
言
葉
の
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て
そ

れ
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
想
起
的
（
前
も
っ
て
設
定
さ
れ
た
構
造
・
計
画
が
希
薄
）

な
饒
舌
体
で
描
か
れ
る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
に
見
え

る
饒
舌
体
は
、
様
々
な
レ
ベ
ル
で
結
び
付
き
合
い
な
が
ら
、
テ
ク
ス
ト
を
構

築
し
て
い
る
。
テ
ク
ス
ト
は
、「
そ
う
い
え
ば
」
に
代
表
さ
れ
る
比
喩
的
な

関
連
性
で
先
へ
先
へ
と
繋
が
り
つ
つ
、
さ
り
げ
な
く
現
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ

た
文
学
碑
の
問
題
や
方
言
の
問
題
が
後
に
大
き
な
主
題
と
し
て
浮
上
し
て
く

る
こ
と
に
も
な
る
。

こ
こ
で
、
安
岡
ら
に
よ
る
、
ア
ー
サ
ー
の
翻
訳
の
際
の
言
説
に
目
を
む
け
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て
み
る
と
、
両
者
の
差
は
、
よ
り
明
確
に
な
る
。

「
ア
イ
・
イ
ズ
（I

is

）
な
ど
の
黒
人
の
会
話
に
は
、
そ
の
ふ
ん
い

気
を
ど
う
出
し
た
ら
い
い
の
か
泣
か
さ
れ
る
」
と
い
う
。
い
っ
そ
方
言

は
土
佐
弁
で
や
り
ま
す
か
、な
ん
て
い
う
冗
談
が
打
ち
合
わ
せ
の
席
上
、

高
知
県
出
身
の
安
岡
さ
ん
か
ら
飛
び
出
し
た
と
い
う
。「
と
に
か
く
平

明
で
美
し
い
文
章
の
作
品
に
」
と
い
う
の
が
最
終
目
標
だ
。

『
読
売
新
聞
』

一
九
七
七
（
昭
和
五
二
）
年
三
月
二
五
日

ア
ー
サ
ー
の
影
響
下
に
お
い
て
、「
流
離
譚
」
を
書
い
て
い
た
こ
と
、
そ

の
物
語
が
土
佐
の
人
々
の
土
佐
の
言
葉
の
物
語
で
あ
る
こ
と
を
思
い
起
こ
せ

ば
、
両
者
の
違
い
は
明
確
だ
。
異
な
っ
た
言
葉
を
有
す
る
も
の
に
如
何
に
伝

え
る
か
に
拘
る
安
岡
と
、
同
じ
言
葉
を
理
解
す
る
も
の
同
士
に
し
か
分
か
ら

な
い
感
覚
に
拘
る
小
島
。
こ
れ
は
、
翻
訳
可
能
性
へ
の
信
／
不
信
の
問
題
で

リ
ア
リ
テ
ィ

あ
っ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
し
、
い
わ
ゆ
る
歴
史
的
記
述
の
真
実
性
に

対
す
る
信
／
不
信
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。

さ
ら
に
、
テ
ク
ス
ト
は
「
ル
ー
ツ
」＝

前
書
／
「
美
濃
」＝
本
編
と
い
う

関
係
も
、
実
は
内
破
し
て
い
る
。「
前
書
」
で
展
開
さ
れ
る
古
田
、
篠
田
、

平
山
な
ど
の
関
係
は
、
多
く
の
場
合
そ
の
妻
を
も
巻
き
込
ん
だ
、
複
数
の
夫

婦
関
係
で
な
さ
れ
て
い
る
が
、「
美
濃
」
で
は
夫
婦
関
係
に
は
至
ら
な
い
女
、

あ
る
い
は
結
婚
制
度
の
外
側
に
お
か
れ
た
女
（
古
田
の
姉
）
を
媒
介
に
し
て

な
さ
れ
る
。
結
果
、「
美
濃
」
で
描
か
れ
る
人
間
関
係
は
、
血
の
物
語
で
は

な
く
、
実
は
古
田
を
め
ぐ
る
（
あ
る
い
は
古
田
と
賢
作
と
い
う
関
係
性
）
を

め
ぐ
る
、
男
た
ち
の
覇
権
争
い
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
事
前
に
探
究
の
目

的
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
た
ル
ー
ツ
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
物
語
が
浮

か
び
上
が
ら
せ
る
結
果
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。

「
ル
ー
ツ
前
書
」
は
⑶
に
至
り
主
要
な
人
間
関
係
を
ほ
ぼ
明
示
し
「
モ
ン

マ
ル
ト
ル
の
丘
」
に
至
る
。
唯
一
『
文
藝
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
モ
ン
マ
ル
ト

ル
の
丘
」
の
執
筆
は
、
偶
然
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
独
立＝

完
結
し

た
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
同
じ
意
識
の
元
に
生
み
出
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
で

は
あ
る
。
⑷
の
冒
頭
で
語
り
手
は
、
す
ぐ
に
こ
の
物
語
を
一
連
の
流
れ
に
組

み
込
む
こ
と
を
読
者
に
要
求
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い

る
。全

体
の
殆
ど
が
執
筆
中
の
意
識
に
基
づ
い
た
独
白
で
あ
り
、
物
語
内
容
は

岐
阜
出
身
の
古
田
と
い
う
作
家
が
、
古
田
と
い
う
若
い
詩
人
を
激
励
す
る
た

め
に
、
丘
を
の
ぼ
り
、
そ
の
丘
を
若
い
詩
人
が
「
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
丘
」
で

あ
る
と
評
す
る
だ
け
で
あ
る
。

長
良
川
と
木
曽
川
に
囲
ま
れ
た
輪
中
地
域
の
岐
阜
中
心
部
は
、
右
手
に
一

〇
〇
〜
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
度
の
山
を
有
し
、
山
中
の
寺
か
ら
街
へ
続
く
道

は
当
時
の
歓
楽
街
に
至
る
。
二
人
が
の
ぼ
っ
た
丘
と
は
、
こ
こ
を
指
す
の
だ

ろ
う
が
、
そ
れ
は
川
に
囲
ま
れ
て
複
数
の
寺
院
を
有
し
な
が
ら
も
、
沢
山
の

文
化
人
を
排
出
し
た
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
丘
そ
の
も
の
な
の
だ
。

「
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
丘
」
も
「
美
濃
」
の
他
の
章
も
、
全
て
は
、
美
濃
の

文
化
人
た
ち
の
交
遊
録
で
あ
り
、
物
語
に
お
い
て
「
美
濃
」
と
は
彼
ら
そ
の

も
の
で
あ
る
。
テ
ク
ス
ト
は
繰
り
返
す
、
美
濃
は
あ
る
特
定
の
地
域
の
謂
い

で
は
な
い
、
普
遍
的
な
何
か
で
あ
る
と
。
こ
れ
は
、「
美
濃
」
全
体
の
テ
ー

マ
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
テ
ー
マ
を
最
も
象
徴
的
に
示
し
た
章
が
「
モ
ン

マ
ル
ト
ル
の
丘
」
で
あ
る
の
だ
。

た
だ
し
、「
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
丘
」
は
美
濃
を
め
ぐ
る
男
同
士
の
物
語
で

も
あ
り
、
一
方
で
歓
楽
街
に
抜
け
る
展
開
は
へ
ト
ロ
セ
ク
シ
ャ
ル
な
物
語
で

あ
る
。
独
白
で
語
ら
れ
る
岐
阜
の
作
家
森
田
草
平
は
、
煤
煙
事
件
の
森
田
で

あ
り
漱
石
の
弟
子
（
批
評
家
）
で
も
あ
る
森
田
で
あ
る
。
独
白
で
語
ら
れ
る
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古
田
（≒

小
島
）
の
初
期
小
説
は
、
ヘ
ト
ロ
セ
ク
シ
ャ
ル
な
物
語
で
あ
る
と

同
時
に
、
学
生
同
士
の
ホ
モ
セ
ク
シ
ャ
ル
の
物
語
で
も
あ
る
。

ま
た
、「
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
丘
」
は
、
繰
り
返
し
洪
水
の
被
害
と
闘
わ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
美
濃
の
人
々
の
歴
史
や
輪
中
根
性
の
調
査
と
考
察
を
小
説

に
し
よ
う
と
し
て
い
る
作
家
が
、
同
郷
の
批
評
家
（
篠
田
一
士
）
か
ら
そ
の

情
報
を
聞
き
つ
け
た
新
聞
記
者
か
ら
記
事
を
新
聞
に
依
頼
さ
れ
た
と
い
う
い

き
さ
つ
そ
の
も
の
が
、
小
説
に
な
っ
た
と
い
う
何
重
に
も
入
れ
子
状
に
な
っ

た
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
自
体
は
、
様
々
な
形
で
美
濃
を
語
っ

て
い
な
が
ら
、
美
濃
そ
れ
自
体
は
、
空
虚
な
存
在
の
ま
ま
で
あ
る
。

同
時
代
の
「
ル
ー
ツ
」
と
い
う
言
葉
に
拘
り
つ
つ
「
美
濃
」
を
読
む
こ
と

は
、
小
島
の
同
時
代
言
説
へ
の
抵
抗
を
読
む
こ
と
で
も
あ
る
。

【
註
】

テ
ク
ス
ト
の
引
用
は
、
講
談
社
文
藝
文
庫
版
『
美
濃
』（
二
〇
〇
九
年
一
一
月
）

に
依
っ
た
。
引
用
の
末
尾
の
（

）
は
、
引
用
元
の
頁
数
を
示
し
て
い
る
。

（
ひ
き
た

ま
さ
あ
き

東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部
准
教
授
）
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